
わが国工作機械産業の需給実績と見通し

■内需の需要産業別受注額推移

■機種別生産額推移

１．受 注

２．生 産

●昨2024年の受注総額は前年比1.8％
減の1兆4600億円となったもよう。22年3
月の月次受注額1663億円をピークに3
年弱にわたって軟調が続いている。23
年末前後で下降傾向にはブレーキがか
かったものの、24年はほぼ一年を通じて
底這いだった。内外需とも景気の不透
明感が強く、とりわけ内需は自動車産業
における投資控えの影響もあり、苦しい
状況が続いている。外需は、大手企業
による大型の投資案件が堅調で、24年
の受注総額は1兆円を超えた。しかし、
個々の工作機械メーカーにとっては、
失注時のダメージの大きさ、受注時の
負荷の分散や納期リスクなどが課題と
なっている。

●25年の受注総額は1兆7000億円と予
想する。主要市場である米国では、トラ
ンプ政権による各種経済政策がプラス
に働くとみられる。特に円安傾向の継続
と原油価格の引き下げに期待できる。
中国は、全体経済の本格回復は見通
せないものの、政府の各種経済政策に
よる底堅さが予想される。欧州は、ドイツ
を中心に厳しい状況ではあるものの、ロ
シアによるウクライナ侵攻が和平合意に
至った場合の復興需要が期待される。
自動車、半導体産業といった主要産業
も、先延ばしになっている設備投資計
画が年央から年後半に向けて動き出す
と期待される。

●昨2024年の生産額は前年比14.4％
減の9000億円となったもよう。受注環境
が下降傾向から底這いへと移行するに
従い、生産ペースも下方へと調整され
た。受注残は年間を通して7000～8000
億円レンジを堅持しており、決して低い
数字ではない。

●25年の生産額は同16.7％増の１兆
500億円と予想する。受注環境は底這
いからのスタートとなるが、米国政権の
新体制を筆頭に、政治的なプラス要
因、下支え要因は数多い。それぞれ劇
的な回復を主導するものではないもの
の、受注の底堅さを担保すると期待され
る。

●近年、工作機械に搬送装置、検査機
器、ソフトウエアなどを組み合わせた自
動化システムの需要が高まっている。特
に人件費が高騰している欧米を中心に
この傾向が強い。自動化システムには、
多品種生産や中量産などにも対応でき
るフレキシビリティーの高さが求められる
ケースも多く、日本やドイツなど工作機
械先進国のメーカーに引き合いが集ま
る。しかし、工作機械メーカーにとって
は売上高に占める購入品の比率が高ま
るため、手離れが悪くなるわりに利益率
が低下しやすくなるとの問題もある。

〔2025年1月10日発表・暦年ベース〕

ニュースダイジェスト社「月刊生産財マーケティング」編集部
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出所：日本工作機械工業会

工作機械、工作機器、機械工具、産業用ロボットの生産額の推移

出所：経済産業省機械統計、日本工作機器工業会

工作機械（左軸） 工作機器（右軸） 機械工具（右軸） 産業用ロボット（右軸）

工作機械受注高と前年同月比の推移（2000年1月〜24年10月）

■一般機械　■自動車　■電気・精密　
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（億円） （％）

（億円） （億円）

〔日本工作機械工業会統計〕

◆暦年

受注総額 1,541,419 （+70.9） 1,759,601 （+14.2） 1,486,519 （-15.5）

　 内　需 510,324 （+57.3） 603,231 （+18.2） 476,821 （-21.0）

　 外　需 1,031,095 （+78.6） 1,156,370 （+12.1） 1,009,698 （-12.7）

◆暦年

受注総額 1,460,000 （-1.8）

　 内　需 440,000 （-7.7）

　 外　需 1,020,000 （+1.0）

2024年 2025年予想

2022年 2023年

550,000

1,150,000 （+12.7）

1,700,000

2021年

（単位：百万円、カッコ内は前年比増減率％）

（+16.4）

（+25.0）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

2021 22 23 24年（1-11月）

（百万円）

〔経済産業省機械統計〕

◆暦年

金　額 895,409 （+23.7） 1,078,833 （+20.5） 1,051,791 （-2.5）

　台　数 67,601 （+48.3） 70,004 （+3.6） 58,832 （-16.0）

　・単価 13.2 （-17.0） 15.4 （+16.7） 17.9 （+16.2）
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金　額 900,000 （-14.4）

　台　数 50,000 （-15.0）

　・単価 18.0 （+0.6）
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■機種別輸入額推移

３．輸　出　

４．輸　入 〔財務省貿易統計〕 （単位：百万円、カッコ内は前年比増減率％）

●昨2024年の輸出額は前年比10.9％
減の7400億円となったもよう。工作機
械市場は全世界的に足踏み感がある
ものの、円安が追い風となり、日系メー
カーの受注環境は底堅かった。ただ
し、ドルベースで見ると外需の月次受
注額はこの２年ほど５億ドル～６億ドル
と不況期並みのレンジを行き来してい
る。全体に、大手企業や政府系の投
資は堅調だが、中堅中小企業による
投資が弱含みであった。バッテリー式
電気自動車（BEV）は設備投資に積極
的なメーカー数が絞られ、設備投資の
総量には一服感が出た。半導体関連
産業は、人工知能（AI）関連は活況
だったものの、ロジック系・メモリ系とも
投資が先延ばしされた。

●25年の輸出額は、同14.9％増の
8500億円を見込む。世界全体の経済
成長は若干のプラスにとどまるが、円
安傾向は継続するとみられ、日系メー
カーに有利な市場環境は続く。米国
では、製造業をはじめとする各種産業
の国内回帰が加速すると期待される。
中国は不動産不況に端を発する全体
経済の落ち込みが激しいものの、政府
による経済施策の効果は大きい。イン
ド、ASEAN諸国など新興国市場の勃
興や巨大化、先進化も期待できる。

●昨2024年の輸入額は前年比9.4％
減の800億円となったもよう。国内市場
が低迷したのに加え、円安で価格競
争力が相対的に低下したのを受け、
輸入機市場は４年ぶりにマイナスに転
じた。

●輸入機市場の主力機種は旋盤や
レーザ加工機、研削盤、マシニングセ
ンタ（MC）など。主力機種は研削盤を
除き、軒並み振るわなかった。旋盤や
MCは輸入台数と輸入額の両方で前
年を下回った。一方、レーザ加工機は
比較的安価な機種が中国から大量に
輸入されたのを背景に輸入台数は増
加したが、輸入額は前年を割った。

●25年の輸入額は800億円と、前年と
同水準に落ち着きそうだ。国内市場は
回復基調で推移するが、為替相場は
円安傾向が長期化すると予想される
ため、輸入機市場にとっては25年も引
き続き厳しい環境となる。主力機種の
輸入額は前年を下回るか、横ばいにと
どまるとみられる。

〔財務省貿易統計〕 （単位：百万円、カッコ内は前年比増減率％）
工作機械の受注額と生産額の推移
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〔日本工作機械工業会統計〕（億円）

●グラフ(下)の見方：景気の頂点にあたる四半期の受注額を100の指数で表し、その後の景気後退と回復(谷と山)の期間と高低を示した

■主な市場別輸出額の推移

（百万円）

■東アジア　■北米　■欧州　

旋盤 マシニングセンタ 研削盤

2024年11月 （確報)
2024年12月25日

(社)日本工作機械工業会資料より作成

工作機械「内外需」受注グラフ
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【グラフ説明】 頂点Ｐ 底点Ｂ 底点/頂点 Ｐ⇒Ｂ期間 Ｂ⇒次Ｐ期間

①第２次オイルショック不況 80年11月 (57,932) 82年10月 (32,522) 56.1% 24ヵ月間 18ヵ月間

②円高不況 85年03月 (92,603) 87年01月 (47,583) 51.4% 21ヵ月間 22ヵ月間

③構造不況 89年12月 (126,591) 93年10月 (37,044) 29.3% 42ヵ月間 43ヵ月間

④平成不況 97年05月 (101,170) 99年05月 (55,868) 52.2% 23ヵ月間 16ヵ月間

⑤ＩＴ不況 00年09月 (90,127) 02年01月 (45,616) 50.6% 14ヵ月間 55ヵ月間

⑥リーマンショック 07年09月 (142,003) 09年01月 (19,037) 13.4% 16ヵ月間 29ヵ月間

⑦欧州金融危機 11年06月 (128,581) 13年04月 (81,963） 63.7% 22ヵ月間 23ヵ月間

⑧中国減速 15年03月 (147,380) 16年10月 (93,884） 63.7% 20ヵ月間 17ヵ月間

⑨米中貿易摩擦 18年03月 (182,860) 20年05月 (51,239) 28.0% 26ヵ月間 22ヵ月間

⑩ウクライナ侵攻 22年03月 （166,263）

総金額 712,613 （+34.6） 857,072 （+20.3） 830,389 （-3.1）

・対東ｱｼﾞｱ 328,040 （+44.0） 329,068 （+0.3） 276,800 （-15.9）

・対北米 162,030 （+35.0） 226,672 （+39.9） 235,084 （+3.7）

・対欧州 114,984 （+34.6） 166,226 （+44.6） 179,972 （+8.3）

2022年 2023年2021年

総金額 740,000 （-10.9）

・対東ｱｼﾞｱ 250,000 （-9.7）

・対北米 200,000 （-14.9）

・対欧州 150,000 （-16.7）

（+14.9）

（+12.0）

（+15.0）

（+0.0）
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総金額 72,704 （+6.0） 87,282 （+20.1） 88,258 （+1.1）

・旋盤 21,119 （+68.4） 31,900 （+51.0） 21,964 （-31.1）

・MC 6,415 （-26.9） 11,508 （+79.4） 12,431 （+8.0）

・研削盤 8,565 （-12.5） 11,510 （+34.4） 13,835 （+20.2）

2022年 2023年2021年

総金額 80,000 （-9.4）

・旋盤 21,000 （-4.4）
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■第2次オイルショック
P:1980.11(57,932)
B:1982.10(32,522)

■円高不況
P:1985.03(92,603)
B:1987.01(47,583)

■構造不況
P:1989.12(126,591)
B:1993.10(37,044)

■平成不況
P:1997.05(101,170)
B:1999.05(55,868)

■IT不況
P:2000.09(90,127)
B:2002.01(45,616)

■リーマンショック
P:2007.09(142,003)
B:2009.01(19,037)

■欧州金融危機
P:2011.06(128,581)
B:2013.04(81,963)

■中国減速
P:2015.03(147,380)
B:2016.10(93,884)

■米中貿易摩擦
P:2018.03(182,860)
B:2020.05(51.239)

■ウクライナ侵攻
P:2022.03(166,263)

01年 788,898百万円

02年 675,837百万円

03年 851,101百万円

04年 1,236,192百万円

05年 1,363,203百万円
06年 1,436,970百万円

07年 1,589,991百万円

08年 1,301,147百万円
09年 411,809百万円

10年 978,622百万円

11年 1,326,188百万円

■受注総額
90年 1,412,123百万円

91年 1,141,209百万円

92年 710,221百万円

93年 531,783百万円

94年 573,083百万円

95年 775,538百万円
96年 938,194百万円

97年 1,130,609百万円

98年 989,200百万円
99年 756,616百万円

2000年 975,046百万円

12年 1,212,445百万円

13年 1,117,049百万円

14年 1,509,397百万円

15年 1,480.592百万円
16年 1,250,003百万円

17年 1,645,554百万円

18年 1,815,771百万円
19年 1,229,000百万円

20年 901,835百万円
21年 1,541,419百万円

22年 1,759,601百万円

23年 1,486,519百万円

《ウクライナ侵攻》
2024年11月確報

受注額 1,193億2,700万円
内需 343億2,800万円
外需 849億9,900万円

※前年同月比 103.0%
※22年3月ピーク比 71.8%
※2024年1-11月累計

1兆3,420億1,500万円
前年同期比 98.7％

◆暦年

◆暦年

◆暦年

◆暦年
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工作機械「内外需」受注グラフ
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【グラフ説明】 頂点Ｐ 底点Ｂ 底点/頂点 Ｐ⇒Ｂ期間 Ｂ⇒次Ｐ期間

①第２次オイルショック不況 80年11月 (57,932) 82年10月 (32,522) 56.1% 24ヵ月間 18ヵ月間

②円高不況 85年03月 (92,603) 87年01月 (47,583) 51.4% 21ヵ月間 22ヵ月間

③構造不況 89年12月 (126,591) 93年10月 (37,044) 29.3% 42ヵ月間 43ヵ月間

④平成不況 97年05月 (101,170) 99年05月 (55,868) 52.2% 23ヵ月間 16ヵ月間

⑤ＩＴ不況 00年09月 (90,127) 02年01月 (45,616) 50.6% 14ヵ月間 55ヵ月間

⑥リーマンショック 07年09月 (142,003) 09年01月 (19,037) 13.4% 16ヵ月間 29ヵ月間

⑦欧州金融危機 11年06月 (128,581) 13年04月 (81,963） 63.7% 22ヵ月間 23ヵ月間

⑧中国減速 15年03月 (147,380) 16年10月 (93,884） 63.7% 20ヵ月間 17ヵ月間

⑨米中貿易摩擦 18年03月 (182,860) 20年05月 (51,239) 28.0% 26ヵ月間 22ヵ月間

⑩ウクライナ侵攻 22年03月 （166,263）

総金額 712,613 （+34.6） 857,072 （+20.3） 830,389 （-3.1）

・対東ｱｼﾞｱ 328,040 （+44.0） 329,068 （+0.3） 276,800 （-15.9）

・対北米 162,030 （+35.0） 226,672 （+39.9） 235,084 （+3.7）

・対欧州 114,984 （+34.6） 166,226 （+44.6） 179,972 （+8.3）

2022年 2023年2021年

総金額 740,000 （-10.9）

・対東ｱｼﾞｱ 250,000 （-9.7）

・対北米 200,000 （-14.9）

・対欧州 150,000 （-16.7）

（+14.9）

（+12.0）

（+15.0）
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総金額 72,704 （+6.0） 87,282 （+20.1） 88,258 （+1.1）

・旋盤 21,119 （+68.4） 31,900 （+51.0） 21,964 （-31.1）

・MC 6,415 （-26.9） 11,508 （+79.4） 12,431 （+8.0）

・研削盤 8,565 （-12.5） 11,510 （+34.4） 13,835 （+20.2）

2022年 2023年2021年

総金額 80,000 （-9.4）

・旋盤 21,000 （-4.4）

・MC 11,000 （-11.5）

・研削盤 15,000 （+8.4）
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■第2次オイルショック
P:1980.11(57,932)
B:1982.10(32,522)

■円高不況
P:1985.03(92,603)
B:1987.01(47,583)

■構造不況
P:1989.12(126,591)
B:1993.10(37,044)

■平成不況
P:1997.05(101,170)
B:1999.05(55,868)

■IT不況
P:2000.09(90,127)
B:2002.01(45,616)

■リーマンショック
P:2007.09(142,003)
B:2009.01(19,037)

■欧州金融危機
P:2011.06(128,581)
B:2013.04(81,963)

■中国減速
P:2015.03(147,380)
B:2016.10(93,884)

■米中貿易摩擦
P:2018.03(182,860)
B:2020.05(51.239)

■ウクライナ侵攻
P:2022.03(166,263)

01年 788,898百万円

02年 675,837百万円

03年 851,101百万円

04年 1,236,192百万円

05年 1,363,203百万円
06年 1,436,970百万円

07年 1,589,991百万円

08年 1,301,147百万円
09年 411,809百万円

10年 978,622百万円

11年 1,326,188百万円

■受注総額
90年 1,412,123百万円

91年 1,141,209百万円

92年 710,221百万円

93年 531,783百万円

94年 573,083百万円

95年 775,538百万円
96年 938,194百万円

97年 1,130,609百万円

98年 989,200百万円
99年 756,616百万円

2000年 975,046百万円

12年 1,212,445百万円

13年 1,117,049百万円

14年 1,509,397百万円

15年 1,480.592百万円
16年 1,250,003百万円

17年 1,645,554百万円

18年 1,815,771百万円
19年 1,229,000百万円

20年 901,835百万円
21年 1,541,419百万円

22年 1,759,601百万円

23年 1,486,519百万円

《ウクライナ侵攻》
2024年11月確報

受注額 1,193億2,700万円
内需 343億2,800万円
外需 849億9,900万円

※前年同月比 103.0%
※22年3月ピーク比 71.8%
※2024年1-11月累計

1兆3,420億1,500万円
前年同期比 98.7％

◆暦年

◆暦年

◆暦年

◆暦年



わが国工作機械産業の需給実績と見通し

■内需の需要産業別受注額推移

■機種別生産額推移

１．受 注

２．生 産

●昨2024年の受注総額は前年比1.8％
減の1兆4600億円となったもよう。22年3
月の月次受注額1663億円をピークに3
年弱にわたって軟調が続いている。23
年末前後で下降傾向にはブレーキがか
かったものの、24年はほぼ一年を通じて
底這いだった。内外需とも景気の不透
明感が強く、とりわけ内需は自動車産業
における投資控えの影響もあり、苦しい
状況が続いている。外需は、大手企業
による大型の投資案件が堅調で、24年
の受注総額は1兆円を超えた。しかし、
個々の工作機械メーカーにとっては、
失注時のダメージの大きさ、受注時の
負荷の分散や納期リスクなどが課題と
なっている。

●25年の受注総額は1兆7000億円と予
想する。主要市場である米国では、トラ
ンプ政権による各種経済政策がプラス
に働くとみられる。特に円安傾向の継続
と原油価格の引き下げに期待できる。
中国は、全体経済の本格回復は見通
せないものの、政府の各種経済政策に
よる底堅さが予想される。欧州は、ドイツ
を中心に厳しい状況ではあるものの、ロ
シアによるウクライナ侵攻が和平合意に
至った場合の復興需要が期待される。
自動車、半導体産業といった主要産業
も、先延ばしになっている設備投資計
画が年央から年後半に向けて動き出す
と期待される。

●昨2024年の生産額は前年比14.4％
減の9000億円となったもよう。受注環境
が下降傾向から底這いへと移行するに
従い、生産ペースも下方へと調整され
た。受注残は年間を通して7000～8000
億円レンジを堅持しており、決して低い
数字ではない。

●25年の生産額は同16.7％増の１兆
500億円と予想する。受注環境は底這
いからのスタートとなるが、米国政権の
新体制を筆頭に、政治的なプラス要
因、下支え要因は数多い。それぞれ劇
的な回復を主導するものではないもの
の、受注の底堅さを担保すると期待され
る。

●近年、工作機械に搬送装置、検査機
器、ソフトウエアなどを組み合わせた自
動化システムの需要が高まっている。特
に人件費が高騰している欧米を中心に
この傾向が強い。自動化システムには、
多品種生産や中量産などにも対応でき
るフレキシビリティーの高さが求められる
ケースも多く、日本やドイツなど工作機
械先進国のメーカーに引き合いが集ま
る。しかし、工作機械メーカーにとって
は売上高に占める購入品の比率が高ま
るため、手離れが悪くなるわりに利益率
が低下しやすくなるとの問題もある。

〔2025年1月10日発表・暦年ベース〕

ニュースダイジェスト社「月刊生産財マーケティング」編集部
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出所：日本工作機械工業会

工作機械、工作機器、機械工具、産業用ロボットの生産額の推移

出所：経済産業省機械統計、日本工作機器工業会

工作機械（左軸） 工作機器（右軸） 機械工具（右軸） 産業用ロボット（右軸）

工作機械受注高と前年同月比の推移（2000年1月〜24年10月）

■一般機械　■自動車　■電気・精密　
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（億円） （％）

（億円） （億円）

〔日本工作機械工業会統計〕

◆暦年

受注総額 1,541,419 （+70.9） 1,759,601 （+14.2） 1,486,519 （-15.5）

　 内　需 510,324 （+57.3） 603,231 （+18.2） 476,821 （-21.0）

　 外　需 1,031,095 （+78.6） 1,156,370 （+12.1） 1,009,698 （-12.7）

◆暦年

受注総額 1,460,000 （-1.8）

　 内　需 440,000 （-7.7）

　 外　需 1,020,000 （+1.0）
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〔経済産業省機械統計〕

◆暦年

金　額 895,409 （+23.7） 1,078,833 （+20.5） 1,051,791 （-2.5）

　台　数 67,601 （+48.3） 70,004 （+3.6） 58,832 （-16.0）

　・単価 13.2 （-17.0） 15.4 （+16.7） 17.9 （+16.2）

◆暦年

金　額 900,000 （-14.4）

　台　数 50,000 （-15.0）

　・単価 18.0 （+0.6）
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